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   『明末仏教の江戸仏教に対する影響 ―高泉性潡を中心として―』 
 
               審査報告要旨 
 
 本論文は、黄檗宗の研究に属する。その特色は、これまでの隠元隆琦を中心とした研究とは
異なり、手薄な感があった隠元以降の禅師のなか、特に高泉性潡に注目して検討したところに求
められる。高泉の事跡についてその著作や関連する資料を博捜し、黄檗宗と江戸仏教の関係を新
たな視点から捉え直したものであり、その詳細な分析のみならず、特異な六言詩など、文芸面に
対する検討がなされている。従来の研究をよくまとめた上で、斬新な研究を加えた点が高く評価
できる。江戸期の仏教は日本仏教史上、解明すべき点を多々残す分野である。本論文の価値は、
その研究に新たな視点を提供するところにある。 
 全体は序論・本論・結論及び附録によって構成され、本論は以下の九章である。 
 第一章 高泉の伝記と著述（７節）    第二章 渡日以前の思想的系譜（６節） 
 第三章 在来二大禅宗との交流（６節） 第四章 教宗諸師および儒者との交流（７節） 
 第五章 『黄檗清規』の背景（５節）    第六章 苦行の実践と日本への導入（６節） 
 第七章 高泉の文字禅（５節）      第八章 高泉の僧伝編纂（８節） 
 第九章 高泉六言絶句の研究（10節） 
 本論九章の各節は更に細かい項に分かれ、先行研究を依用しつつ議論を展開すべく試みて
いる。そこにおいて、多くの情報を盛り込んでいることは、筆者の研究意欲の旺盛さを示し
ている。それらを更に整理することで、論旨が一層明瞭になり、各項目の関連性が把握しや
すくなると思われるが、その作業は容易ではないかもしれない。なお、高泉自身の傾向もあ
り、教理への言及は少ない。黄檗宗や関連する分野の教学についても、参考文献を蒐集する
ことで充実した論考になると思われる。但し、それはそれだけで大きな課題になるのであり、
今後の問題とも言える。また、内容には直接関わらないが、文章中の語句や表現、或いは例え
に適当を欠く表記が散見し、論文としての体裁を損なうところもある。それらについては、改善
されることを望みたい。 
 本論文には、未開拓な分野を扱った斬新さと問題点が混在するが、その問題点は論文の独自性
を知る上でも指摘する必要があると考えられる。特に、この研究で、黄檗宗における福建の民
間信仰の影響などについて、筆者が高泉の詩に扶乩などを題材としたものが多いことを指摘
しているのは卓見である。また他に、紙銭を焼く風習に絡めての記載があった。これは台湾
に長く滞在し、福建文化に触れる機会の多かった氏ならではの意見であろう。ただ、若干福
建の民間信仰の子細については穏当を欠く記述もあった。今後の認識の深化を期待したい。 
 また、本論文第六章において「割股」などの習俗に対し、氏は仏教や民間信仰からの影響を想
 
 定するが、これは問題があろう。春秋時代、晋の文公に仕えた介子推の故事が有名であるように、
こういった習俗自体、儒教的な道徳として広く認知されていたものである。もし仏教の影響を考
えるとしても、その主体はあくまで儒教的な観念であり、あくまで付属的なものであるとみなし
ても差し支えない。これらに対する氏の見解は、若干の修正を要しよう。 
 「苦行」については、多くの資料を掲示し、研究者にとって有益なものとなるであろう。
但し、当該の分野は既に様々な観点からの研究が蓄積されているのであり、一般説と自身の
見解の違いを明瞭に区別して論述する必要がある。勿論、そのことは筆者も認識していると
考えられるのであり、文章表記の問題と言える。なお、それに関して一言加えるならば、「苦
行」の語を基本線に据えて議論していることは認識の甘さを示していると言われても仕方が
ない要素を持つことにもなってしまう。「苦行」と「供養」といった基本的用語の概念規定
を明確にして、議論を進める必要があろう。 
 さて、高泉が特に好んで作成した六言詩という詩形が考察される第九章は、本論文の価値
を決定づける章とも言える。仏教の範囲を超え、広く六言詩の淵源から発展過程、リズムや
格律に至るまでの諸問題が要領よくまとめられている。明の楊慎『六言絶句』などの六言絶
句専集もしくは六言詩の部を含む詩集について適切な分析がなされ、作例の少なさも手伝っ
て研究がほとんどなかった六言詩に対する、中国文学の立場からの本格的な研究としても評
価できる。高泉が傾倒した北宋の徳洪や直接の師に当たる隠元ほかの禅僧の六言詩作例を綿
密に分析し、高泉の六言詩愛好に一定の背景があることを見事に浮き彫りにした。また南宋
以来の僧侶の遺偈に稀に六言の詩形が見えることも明らかにした。このほか、真言宗の運敞
に六言詩の作例がかなりあることについて、宗派を超えた友人としての高泉の感化による可
能性があることを論じている。明末仏教の江戸仏教に対する影響の一側面を見ることができ
るという意味からもたいへん興味深い。高泉の詩文集から六言詩をすべて抽出し分類整理し
たことも、今後の研究に大いなる便宜を与えたものと評価される。本論文において執筆者の
本領が最も発揮されたのがこの第九章であることは疑いのないところである。 
 以上のように、本論文は、特筆すべき第九章は勿論であるが、全体として、従来の研究を
渉猟し、かつ独自の研究領域を開拓したものであり、博士（文学）の学位を授与するにふさ
わしいものと評価する。 
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